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六
六
（
七
〇
八
）

米
国
の
綿
花
生
産
と
そ
、
の
処
理
策

森
　
　
　
川

信

世
界
の
綿
業
に
占
め
る
米
綿
の
地
位

　
締
花
は
近
年
、
化
学
繊
維
と
の
有
力
な
競
合
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
、
衣
料
と
し
て
の
需
要
と
効
用
の
著
し
い
点
、

並
び
に
、
国
際
商
品
と
し
て
、
国
際
貿
易
に
占
め
る
位
置
は
依

然
と
し
て
高
い
。
世
界
総
産
額
、
な
ら
び
に
総
消
費
高
に
お
い

て
も
特
に
化
学
繊
維
の
発
達
し
た
米
国
を
除
き
、
綿
花
七
割
、

レ
ー
ヨ
ン
一
・
八
割
、
羊
毛
一
・
一
割
、
絹
○
・
一
割
の
比
率

で
繊
維
の
王
座
は
ゆ
る
が
な
い
。

　
一
九
二
〇
年
代
以
来
、
世
界
各
地
と
も
驚
く
べ
き
増
産
の
傾

向
を
示
し
て
い
る
が
、
次
に
か
か
げ
る
、
世
界
締
花
総
生
産
高

に
よ
れ
ぱ
（
統
計
、
参
照
）
、
　
一
九
五
一
午
－
五
二
年
締
花
年
度

に
お
い
て
、
三
千
四
百
四
十
四
万
五
千
俵
の
う
ち
、
米
国
は
そ

の
ほ
と
ん
ど
半
分
を
占
め
る
壱
千
五
百
五
万
俵
を
生
産
し
て
い

る
。
つ
い
て
、
ソ
聯
三
百
八
十
万
俵
、
中
国
三
百
十
万
俵
、
エ

ジ
プ
ト
百
五
十
八
万
六
干
俵
、
ブ
ラ
ジ
ル
百
五
十
五
万
俵
の
順

倣
で
あ
る
。

　
更
に
世
界
綿
業
国
六
別
消
費
高
（
統
計
、
参
照
）
は
一
九
五
〇

１
五
一
年
締
花
年
度
に
お
い
て
、
米
国
、
一
干
五
十
万
俵
、
印

度
三
百
十
五
万
俵
、
中
国
二
百
七
十
万
俵
、
ソ
聯
二
百
六
十
万

俵
、
イ
ギ
リ
ニ
百
十
三
万
俵
、
胃
本
百
六
十
万
俵
な
ど
で
あ
る
、

締
花
生
産
の
歴
史

　
一
七
九
三
年
エ
リ
ー
・
ホ
イ
ツ
ト
ニ
イ
三
二
く
葦
冒
＼
に
よ

ろ
、
ソ
ー
ジ
ン
繰
綿
機
姜
一
、
写
一
の
発
明
を
契
機
と
し
て
、
秩

綿
よ
り
繊
維
を
探
取
す
る
作
業
が
能
率
化
し
、
綿
花
生
産
は
、
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そ
の
コ
ス
ト
切
■
下
げ
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
○
繰
綿
機
は
、
合
衆
国
農
業
に
お
け
る
最
初
○
主
要
■
な
発

明
で
あ
っ
て
、
他
の
如
何
な
る
技
術
的
な
新
機
軸
に
も
劣
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
も
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
イ
の
ソ
ー
ジ
ン
は
、
英
本
国
の
各
種

の
発
明
と
相
侯
っ
て
、
南
部
綿
作
地
帯
（
一
葦
９
二
宣
け
の
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ソ
制
と
奴
隷
と
の
結
び
つ
き
を
急
速
度
に
展
開
し

た
。
こ
の
発
明
以
前
は
種
実
綿
８
暮
一
峯
＆
よ
り
種
を
除
去

す
る
作
業
は
、
一
巨
一
人
当
り
、
最
高
六
封
度
を
越
え
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
綿
花
は
他
の
繊
維
に
比
し
て
高
価
で
あ
っ
た
。

植
艮
時
代
、
西
印
度
よ
り
招
来
し
た
と
い
わ
れ
る
口
ー
ラ
ー
・

ミ
ル
は
海
島
綿
生
産
地
に
お
い
て
、
殆
ど
何
等
の
貢
献
も
せ
ず
、

依
然
と
し
て
締
花
を
実
用
繊
維
と
す
る
迄
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

一
七
八
○
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
被
服
材
料
と
し
て
の
比
率
が
、

羊
毛
七
七
・
二
麻
一
八
・
○
　
締
花
四
・
六
で
あ
っ
た
（
体
系
商

晶
辞
典
、
参
照
）
こ
と
に
よ
っ
て
も
容
易
に
考
え
ら
れ
る
。
化
学

繊
維
が
、
近
年
締
花
に
挑
戦
す
る
迄
、
最
低
価
格
の
衣
料
原
料

と
し
て
の
綿
花
の
存
在
は
、
ま
こ
と
に
ソ
ー
ジ
ン
綿
繰
機
と
、



こ
れ
に
関
連
あ
る
綿
業
（
り
種
六
な
る
新
機
軸
一
り
賜
と
い
っ
て
逓

言
で
は
な
い
。

　
米
綿
生
産
は
又
、
英
本
国
○
綿
業
の
発
達
が
、
ン
、
の
市
場
を

提
供
し
、
南
部
は
ク
バ
コ
、
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ー
一
己
ポ
◎
を
、
短

毛
種
陸
地
綿
の
生
産
に
切
替
え
た
、
一
八
○
○
年
の
七
万
三
干

俵
か
ら
、
一
へ
四
〇
年
の
百
三
十
四
万
七
千
俵
の
飛
躍
的
な
生

産
は
、
つ
い
で
二
十
年
後
の
一
八
六
〇
年
に
三
倍
の
三
百
八
十

四
万
俵
を
越
え
る
ほ
ど
に
増
大
し
た
、
当
時
、
南
部
の
綿
花
は

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
英
本
国
の
発
展
的
な
綿
業
の
原
材

料
で
あ
り
、
総
輸
出
額
の
六
十
バ
ー
セ
ン
ト
が
、
こ
れ
に
む
け

ら
れ
た
。

ア
ラ
バ
マ
＞
Ｈ
己
き
旨
■
ミ
シ
シ
ツ
ピ
ー
ン
ド
オ
。
・
デ
ぴ
与
言
　
テ
キ
サ

ス
、
ま
×
豪
の
黒
土
地
帯
－
一
；
宍
－
；
三
・
。
に
Ｃ
｛
Ｈ
。
・
お
よ
び
、
ヴ

ィ
ク
ス
バ
、
ー
グ
の
ヤ
ズ
ー
デ
ル
タ
の
河
床
地
域
げ
Ｃ
暮
Ｏ
冒
－
暮
穿

が
、
最
大
ｏ
綿
花
生
産
地
で
あ
る
　
（
ｚ
．
＞
二
一
・
暮
曽
二
、
；
己
－

彗
昌
２
一
；
二
、
一
；
さ
三
一
・
二
ぎ
エ
『
乞
く
・
。
乙
巳
二
一
屋
～
）
と

い
わ
れ
る
の
は
、
ミ
シ
シ
ビ
ユ
〆
、
Ｏ
他
Ｏ
支
流
Ｏ
洪
水
Ｏ
度
毎

に
肥
沃
な
土
壌
を
こ
の
地
方
に
沈
積
す
る
結
果
で
あ
る
が
、
一

　
　
米
国
の
綿
花
生
産
と
そ
の
処
理
策
（
森
川
）
。

八
二
〇
年
頃
に
は
ジ
ヨ
ー
ジ
ァ
、
０
８
轟
｛
蟹
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
ィ

ナ
コ
○
；
序
（
〕
…
皇
；
が
、
主
要
な
綿
花
地
帯
で
あ
っ
た
、
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
経
営
者
は
、
肥
沃
な
土
地
を
求
め
て
移
動
し
て

い
“
／
こ
。
一
八
五
〇
年
に
は
ア
ラ
バ
マ
が
首
位
と
な
り
、
一
八
六
〇

年
に
は
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
に
移
っ
た
。
南
部
の
綿
作
農
業
人
口
の

殆
ど
全
部
は
、
収
隷
を
所
有
し
な
い
小
機
模
農
業
で
あ
っ
た
が
、

奴
隷
労
働
に
依
存
す
る
大
機
模
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ソ
経
営
に
よ

っ
て
、
利
潤
の
多
い
綿
作
は
牛
耳
ら
れ
て
い
た
。

　
南
北
戦
争
（
一
八
六
一
－
五
年
）
に
つ
づ
く
数
年
間
に
お
け
る
、

よ
り
安
価
な
維
維
え
の
、
強
度
の
需
要
、
お
よ
び
従
来
廃
品
と
し

て
処
理
さ
れ
た
締
実
が
、
肥
料
、
飼
料
、
綿
実
油
等
の
製
造
に

向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
綿
花
地
帯
は
更
に
拡
大
し
た
、

　
酉
部
は
テ
キ
サ
ス
、
北
部
は
才
ク
ラ
ホ
マ
Ｃ
亭
ラ
９
皇
　
ア

ー
カ
ン
サ
ス
　
＞
÷
昌
峯
５
テ
ネ
シ
イ
，
－
一
９
；
＄
き
¢
　
ミ
ズ
ー
リ

≦
き
弓
二
〇
存
州
に
の
び
た
、
一
八
八
○
年
以
後
に
は
綿
紡
績

羊
が
こ
ｏ
地
帯
に
、
根
を
お
ろ
し
て
、
原
料
と
低
廉
芹
、
労
働
力

○
供
給
に
よ
っ
て
、
紡
績
と
納
作
Ｏ
統
合
が
実
現
し
、
コ
ト
ン

ベ
ル
ト
の
締
花
生
産
額
の
過
半
数
を
紡
績
に
投
入
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
七
一
一
）
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、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

っ
た
。
こ
れ
こ
そ
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
オ
婁
ｏ
ｏ
昌
序
の
重
要
な

性
格
の
一
つ
で
あ
っ
た
一
一
八
九
〇
年
代
新
英
州
○
綿
業
は
依

然
と
し
て
合
衆
国
の
中
心
で
あ
っ
て
、
嫁
動
紡
錘
数
壱
千
五
百

万
錘
を
擁
し
て
、
全
国
総
生
産
高
の
七
十
六
バ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
た
。
南
部
諾
州
が
漸
次
そ
の
紡
錘
数
を
増
す
や
、
新
英

州
は
辛
じ
て
五
十
バ
ー
セ
ン
ト
を
維
持
す
る
に
す
ぎ
な
く
な
り
、

一
九
一
二
年
に
お
い
て
は
、
南
部
綿
業
が
全
米
三
千
五
十
万
錘

中
の
壱
千
百
五
十
万
錘
を
も
っ
て
綿
花
総
生
産
高
の
過
半
数
二

百
七
十
五
万
俵
を
消
費
し
た
（
Ｈ
」
一
』
己
暮
二
言
ま
己
一
；
一
雫

素
嚢
・
ｎ
ぎ
苧
Ｏ
Ｏ
Ｏ
算
昌
ま
一
一
。
ｎ
ぎ
８
Ｈ
竃
Ｐ
勺
・
お
り
）
こ
と
に
よ
っ
て

も
ニ
ュ
ー
・
サ
ゥ
ス
の
性
格
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
更

に
締
花
が
「
合
衆
国
南
部
地
方
全
経
済
的
、
社
会
的
生
活
の
根

幹
を
な
す
」
　
（
ベ
ン
ト
ン
前
掲
書
勺
・
轟
Ｎ
）
こ
と
を
知
る
の
で
あ

る
。　

綿
作
六
付
反
別
は
、
一
八
七
〇
年
の
壱
干
万
エ
ー
力
１
か
ら

漸
次
増
大
し
て
、
一
九
二
六
に
は
四
干
四
百
六
十
万
八
千
エ
ー

カ
ー
の
ピ
ー
ク
を
示
し
た
、
一
九
三
〇
年
の
初
頭
よ
り
激
滅
し

て
一
九
三
三
年
以
来
辛
う
じ
て
、
三
千
万
工
ー
カ
ー
を
維
持
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
七
一
二
）
．

一
九
四
四
年
　
四
五
年
綿
花
年
度
に
は
二
千
万
エ
ー
カ
ー
を
割

っ
た
、
　
（
作
付
反
別
－
１
世
界
及
全
米
、
参
照
）

　
そ
れ
以
来
、
か
っ
て
○
、
一
連
の
コ
ト
ン
ベ
ル
ト
は
分
割
し

て
数
地
区
を
形
成
し
た
一
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
及
び
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
南
部
地
区
、
ア
ー
カ
ソ
サ
ス
、
ル
イ
ジ
ァ
ナ
、
テ
ネ

シ
イ
、
、
一
・
シ
シ
ッ
．
ピ
ー
各
州
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
流
域
地
区
、

ア
ー
カ
ン
サ
ス
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
、
テ
キ
サ
ス
諾
州
の
辺
境
地
区
、

　
　
）
３
２
８
６
９
２
６
９
９
７
１
７
４
４
５
１

　
　
界
引
７
９
ｕ
５
ユ
９
９
１
８
７
８
６
１
１
６
〃
”
加
〃
刈
〃
〃
成

　
）
世
８
・
ム
３
・
６
・
２
・
６
・
４
７
・
８
・
９
５
６
０
２
９
７

　
一
（
７
８
９
７
７
７
７
６
６
５
５
５
６
６
６
６
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
カ

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

貿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑑

付
ｏ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

乍
乃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

花
幻
）
９
５
３
８
５
６
６
２
０
７
９
４
０
１
９
３
弓

澗
綱
閉
鵜
篤
鵜
鴛
舳
膿
城
鳩
楓

米
　
（
２
２
３
２
２
２
２
．
２
１
１
！
２
２
２
１
綿

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

汰界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

世
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
度
３
６
３
７
３
８
３
９
４
０
虹
４
２
４
３
蛆
拓
鮎
４
７
塊
４
９
５
０
５
１
〕

　
　
年
一
一
一
一
一
一
」
一
一
一
一
一
一
一
一
一
所

　
　
花
３
５
３
６
３
７
３
８
３
９
幻
虹
４
２
杷
仙
地
４
６
４
７
偲
犯
５
０
咄

　
　
綿
１
９
旭
１
９
１
９
１
９
甘
１
９
１
９
１
９
１
９
皿
１
９
１
９
”
１
９
１
９

　
　
（



テ
キ
サ
ス
州
東
部
、
及
び
北
酉
部
地
区
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
コ
ト
ン
ベ
ル
ト
の
綿
花
生
産
高
を
、
東
部
諸
州
（
南
カ
ロ
ラ

イ
ナ
、
北
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
ジ
ヨ
ー
ジ
ア
、
ア
ラ
バ
マ
）
デ
ル
タ

地
帯
（
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
、
ア
ー
カ
ン
サ
ス
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
）
及

び
オ
ク
ラ
＊
マ
、
テ
キ
サ
ス
両
州
地
区
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば

次
の
よ
う
で
あ
る
。

高産生花綿

１
１

切リ諸トルペントコ

計

２７３，５１

０２

Ｑ
リ

，７１

７２５，２１

１４８，３ユ

５００，４１

２４９，９

６４２，１１

７０５，９

３０６，１１

８９４，０１

３８１，１１

６２２，８

０２４，７

２２３，０ユ
Ｆ
ｏ

２０，３ユ

ス
マ

サ
ホ
胆
帆
８
９
１
０
鴎
鴉
艶
刑
蝸
０
７
８
０
爬
！
０
研
Ｏ
Ｏ

　
ラ
８
４
３
３
０
５
０
３
７
２
２
０
９
７
６

キ
ク
、
■
工
６
，
サ
３
生
み
み
３
３
，
ム
Ｌ
ａ
弐

テ
オ－州諾

タルデＨク諾部東度年

１０５，壬
ノ

７１０，５
－
０

２９！

２６２，４７５６，５６２９１

１０９，２７３２，４７２９１

９０４，３２２１，４８２９１

５５１

４
，

９６７，４９２９１

８６６，２１５７
●
　
，

３５３９１

７０２，３３００，４０４９１

７６１
●

３０７９，２１４９１

６４０，４１３８，３２４９１

２０７，３９８５，３３４９１

１５９，３２５９●３４４９１

９８９，２８５１，３５４９１

米
国
の
綿
花
生
産
と
そ
の
処
理
策
（
森
川
）

０３５，２０８９，２６４９１

０５３，３５０２，３７４９１

５７０，５０５３，４８４９１

計統
花
）

綿
俵

省
千

務
位

農
単

国
（

米〕所出〔

米
綿
の
種
類

　
締
花
は
元
来
、
熱
帯
的
植
物
で
、
多
年
性
で
あ
る
が
、
早
く

か
ら
亜
熟
帯
的
環
境
に
適
応
し
て
き
た
。
綿
花
は
８
言
コ
晶

種
と
変
種
を
合
せ
る
と
四
十
種
に
余
る
ア
オ
イ
科
の
植
物
ワ
タ

○
◎
。
ｎ
．
ｎ
着
｛
一
言
属
の
種
子
の
表
面
に
密
生
す
る
毛
茸
で
米
綿
の
陸

上
綿
一
一
ま
邑
８
言
目
胴
畠
。
。
×
－
言
旨
巨
尋
一
旨
は
そ
の
代
表
的

な
品
種
で
あ
る
。

　
米
締
は
品
質
の
点
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
印
度
締
と
エ
ジ
プ
ト

綿
の
中
間
に
位
し
て
い
る
。

Ｈ
　
陸
上
綿
忌
§
己
８
葦
目

　
通
常
、
米
締
と
呼
ぶ
と
き
に
は
陸
上
綿
を
さ
し
て
い
う
。
こ

の
な
か
で
、
最
長
の
毛
筋
。
・
２
一
Ｈ
ｏ
を
も
つ
短
毛
陸
地
綿
一
弓
星
己

・
・
ざ
Ｈ
工
９
口
¢
８
言
■
が
全
体
の
九
十
バ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て

い
る
。
コ
ト
ン
ベ
ル
ト
、
お
よ
び
加
州
の
イ
ム
ペ
リ
ア
ル
’
漢
谷

に
産
し
、
平
均
の
一
吋
毛
筋
を
も
っ
て
、
五
〇
番
手
ま
で
の
製

造
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア
産
の
綿
花
よ
り
毛
筋
が
長

い
の
で
、
世
界
の
綿
業
国
の
需
要
が
あ
る
。
一
吋
拍
よ
り
一
吋

％
の
毛
筋
を
も
つ
長
毛
種
陸
地
綿
Ｈ
◎
長
ゑ
毫
Ｈ
〇
一
毛
Ｈ
§
｛
は
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
七
一
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
六
号
）

キ
サ
ス
の
レ
ッ
ド
リ
ヴ
ァ
ー
漢
谷
■
＆
室
く
胃
く
白
－
｛
、
　
、
一
・

シ
シ
ッ
ピ
ー
流
域
デ
ル
タ
、
お
よ
び
南
西
部
の
数
ケ
所
に
生
産

さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
一
〇
〇
番
手
の
綿
糸
製
造
が
可
能
で
あ

る
。白

　
海
島
綿
ｏ
ｏ
ｇ
邑
昌
己
８
暮
旨

　
平
均
一
、
八
吋
の
毛
筋
を
も
つ
、
最
優
秀
の
こ
の
種
類
は
、

ア
メ
リ
カ
東
南
の
海
岸
、
お
よ
び
島
喚
に
産
す
る
、
百
五
〇
番

手
以
上
の
細
糸
紡
績
に
使
用
さ
れ
る
が
生
産
は
極
め
て
少
い
。

　
南
北
五
百
哩
、
東
酉
千
六
百
哩
に
及
ぶ
コ
ト
ン
ベ
ル
ト
、
な

ら
び
に
加
州
の
綿
作
地
に
お
い
て
は
、
大
体
四
月
に
植
付
を
開

始
す
る
。
揃
取
開
始
は
八
月
一
巳
よ
り
九
月
五
Ｒ
、
摘
取
終
了

は
十
二
月
一
巳
よ
り
一
月
一
五
日
の
間
で
あ
る
。
綿
花
の
生
育

期
は
北
方
境
界
の
二
百
目
か
ら
、
南
方
諾
地
域
の
約
九
ケ
月
に

わ
た
る
（
ｐ
ｐ
冒
・
（
ぎ
ｑ
一
三
５
０
ｏ
・
胴
・
毛
巨
ｏ
Ｈ
ｗ
邑
し
。
◎
｝
＞
旨
＆
８
目

一
、
一
・
；
…
一
二
・
員
室
さ
）
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
播
種

よ
り
収
悠
迄
は
印
度
綿
Ｏ
最
短
一
〇
七
日
、
米
綿
一
二
二
同
、

エ
ジ
プ
ト
綿
の
一
八
五
Ｒ
等
の
相
当
長
期
間
を
要
す
る
、
開
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
七
一
四
）

後
六
十
乃
至
七
十
目
で
蒲
果
８
言
冒
げ
◎
■
は
卵
の
大
き
さ
と

な
る
。
印
度
締
の
特
殊
な
も
の
を
除
け
ば
、
米
締
長
毛
種
が
最

大
の
ボ
ー
ル
を
も
つ
。

生
産
性
の
向
上
と
機
械
化
の
限
界

　
最
近
十
年
間
に
お
け
る
コ
ト
ン
ベ
ル
ト
の
綿
作
労
働
力
と
生

産
性
の
向
上
は
驚
異
的
で
あ
る
。
綿
花
生
産
の
増
大
が
、
近
代

的
な
農
機
具
、
化
学
農
楽
品
の
利
用
に
よ
る
こ
と
は
、
言
を
侯

た
な
い
。
綿
花
摘
取
を
人
間
労
働
力
の
百
分
一
で
行
う
ス
ト
リ

ッ
パ
ー
口
・
ま
；
實
が
一
九
四
五
年
以
後
二
万
台
に
急
増
し
た

（
目
本
紡
績
月
擢
一
九
五
三
年
七
月
号
ク
ロ
ー
ド
・
ウ
ェ
ル
チ
諭
文
参

照
）
と
い
わ
れ
る
。
年
間
全
米
産
出
高
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
は

こ
れ
ら
近
代
的
設
備
の
賜
で
あ
る
。
機
械
摘
取
の
可
能
の
た
め

に
は
落
葉
剤
宗
竃
一
葦
昌
の
使
用
が
先
づ
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
の
農
業
薬
品
に
よ
っ
て
葉
を
落
し
、
通
風
を
よ
く
し
、
陽
光

を
充
分
に
あ
て
、
先
づ
搦
果
実
ｏ
■
の
腐
敗
を
防
止
す
る
、
従

っ
て
、
害
虫
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
効
果
も
あ
る
。
叉
、
枯

草
剤
一
さ
・
三
一
ま
・
に
よ
ろ
雑
草
ｏ
生
育
防
止
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
除
草
焼
却
、
申
耕
、
殺
虫
剤
撤
利
等
○
締
合
し
た
作
業
の
た



め
に
、
農
業
機
械
の
新
機
軸
、
コ
ム
バ
イ
ン
８
冒
事
さ
の
使

用
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
力
の
節
約
は
、
締
作

労
働
人
口
一
に
影
響
し
、
綿
作
地
帯
の
労
動
者
数
は
一
九
四
〇
年

の
五
百
十
万
人
よ
り
一
九
五
〇
年
の
四
百
参
拾
万
人
に
滅
少
し

た
（
前
掲
月
報
、
全
米
締
花
評
議
会
生
産
取
引
部
長
ウ
ェ
ル
チ
氏
裸
皆
）

と
い
わ
れ
、
現
在
締
作
労
働
者
一
人
当
り
年
間
収
獲
量
は
十
五

俵
内
外
で
あ
る
が
、
近
代
的
設
備
と
化
学
薬
品
の
改
良
に
よ
っ

て
五
十
俵
以
上
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

る
。
し
か
る
に
一
方
、
綿
作
農
業
に
お
け
る
機
械
化
は
、
フ
ル

マ
ー
（
勺
、
一
罵
、
一
前
掲
書
｝
、
・
蟹
）
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
オ
ク

ラ
ホ
マ
、
テ
キ
サ
ス
に
お
い
て
は
全
綿
作
反
別
の
八
割
」
に
達

し
て
い
る
が
、
南
東
部
諾
州
、
す
な
わ
ち
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
、
南

北
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
フ
ロ
リ
ダ
、
ジ
ヨ
ー
ジ
ア
、
ア
ラ
バ
マ
の
各

州
に
お
い
て
は
全
作
付
反
別
の
半
分
に
も
達
し
な
い
、
年
収
穫

高
十
俵
に
も
足
ら
な
い
小
機
模
農
家
は
、
摘
取
、
中
耕
、
除
草

を
手
先
で
行
う
の
で
あ
る
か
ら
農
業
機
械
は
殆
ど
使
用
し
な
い

訳
で
あ
る
。

米
国
の
綿
花
生
産
と
そ
の
処
理
策
（
森
川
）

　
次
に
州
別
締
花
収
穫
高
（
一
九
五
一
年
－
五
二
年
綿
花
年
匿
）
を

示
し
て
生
産
状
況
を
概
括
し
よ
う
。

　
加
州
綿
は
サ
ン
・
オ
ー
キ
ン
漢
谷
の
灌
瀧
綿
で
、
テ
キ
サ
ス

、
一
一
シ
シ
ッ
ピ
ー
に
つ
ぐ
第
三
位
を
し
め
て
い
る
。

　
特
に
、
ア
ジ
ァ
、
ア
フ
リ
カ
各
地
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
灌
激
に
よ
る
締
作
で
あ
る
が
、
世
界
の
各
綿
作
国
で
良
拝
の

収
穫
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
Ｏ
０
５
０
５
５
５
５
０
０
５
３
８

　
　
　
　
　
６
６
２
９
２
８
２
０
５
１
２
８
３

　
　
　
　
　
５
６
７
８
６
８
３
７
７
０
８
０
０

　
　
　
表
ユ
ユ
３
ユ
ユ
ユ
ー
５

　
　
　
叫

　
畳
　
　
Ｏ

囎
飢

　
花
９
５
単

　
綿
ー
　
　
ナ
ナ

　
ｕ
一

　
〇
刀
ー
　
　
　
イ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
州
９
５
　
　
ラ
ラ
　
　
　
　
一
ス
　
　
　
ニ

　
国
Ｇ
　
　
ロ
ロ
ア
マ
イ
ピ
サ
ナ
ス
ナ
ル
他

　
米
カ
カ
ジ
バ
シ
ツ
ン
ア
サ
ゾ
オ

　
　
　
　
　
ス
ス
□
　
　
　
シ
カ
ジ
　
　
　
フ
の

　
　
　
　
　
一
ウ
ヨ
ラ
ネ
シ
・
一
イ
キ
リ
リ

　
　
　
　
　
ノ
サ
ジ
ア
テ
ミ
ア
ル
テ
ア
カ
そ

取
引
事
情

　
米
綿
の
包
装
は
、
黄
麻
製
の
粗
布
の
俵
に
入
れ
、
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
・
べ
ー
ル
は
重
量
、
五
百
封
度
で
あ
る
、
時
に
重
量
二
百

五
十
封
度
の
も
の
を
一
俵
と
し
て
勘
定
す
る
こ
と
が
往
々
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
七
一
五
）

、



　
　
立
命
館
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掌
（
第
二
巻
・
第
六
号
）

る
。
米
綿
○
ラ
ン
ニ
ン
グ
ベ
ー
ル
茅
一
冒
一
長
；
庁
と
い
う
の

は
こ
れ
等
を
含
ん
だ
も
の
を
指
す
わ
け
で
あ
る
。
輸
出
用
は
八

本
の
帯
鉄
で
締
め
、
フ
ラ
ッ
ト
俵
と
い
わ
れ
る
。

　
米
綿
の
格
付
は
、
つ
ぎ
に
表
示
す
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
大

量
取
引
を
便
利
に
す
る
た
め
、
　
繊
維
の
毛
麓
の
長
さ
　
。
。
身
・
Ｈ
ｏ

弾
力
・
・
ぎ
奏
手
　
繊
度
穿
ｇ
婁
　
均
斉
度
屋
雲
Ｈ
彗
一
９
　
色

沢
８
Ｈ
冒
來
雑
物
の
多
少
、
な
ど
を
検
査
し
て
、
品
位
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

般
的
に
決
定
す
る
。
米
締
は
ミ
ド
リ
ン
グ
呪
を
標
準
品
　
ヴ
邑
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

零
邑
ｏ
と
し
て
、
更
に
取
引
を
便
に
す
る
。
繊
維
の
長
さ
伽
吋

の
相
異
に
よ
り
、
一
俵
の
価
格
に
二
十
五
ド
ル
の
差
等
を
設
け

る
こ
と
（
茅
、
一
叶
、
、
ヨ
前
掲
書
－
、
・
Ｈ
つ
ｃ
Ｎ
）
が
あ
る
。

　
九
階
級
の
格
付
が
あ
り
、
取
引
単
位
は
一
封
度
、
建
値
セ
ン

ト
で
表
示
す
る
、
、

　
　
　
　
（
米
訟
訟
ｅ
誌
一
茸
）

　
旨
・
弓
　
　
…
之
饒
一
曇
一
お
弓
賞
オ
（
熱
ト
ｓ
詣
言
）

○
ｃ
．
（
｝
．
冒
．
：

ｏ
．
署
．
：

Ｔ
．
曽
一
　
：

○
ｃ
．
Ｈ
」
シ
Ｆ
：

ｉ
；
．

…
ｏ
ｃ
巨
ｇ
（
ぎ
邑
く
一
一
岸
一
＝
お

：
・
（
〕
８
｛
曽
匡
２
サ
サ
ｑ

：
・
Ｕ
ｃ
ま
ｇ
旨
童
（
；
目
げ
ｑ

…
采
『
巨
Ｈ
・
つ
≠
…
一
（
一
一
一
；
肩

…
＝
毫
竃
三
一
；
＝
胴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
七
一
六
）

　
Ｏ
Ｏ
ｂ
ｂ
・
：
－
：
○
Ｏ
ま
９
（
｝
８
｛
（
）
『
（
饒
罵
『
ｋ

　
（
い
・
（
）
・
…
…
（
一
…
ら
（
－
Ｈ
（
亭
５
ｑ

　
旨
・
…
…
…
峯
崖
巳
ぎ
げ
ｑ
　
　
　
　
　
（
繭
犠
距
）

　
定
期
市
場
　
　
～
け
弓
窃
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
お
よ
び
ニ

ュ
ー
オ
ル
リ
ン
ズ
が
あ
り
、
南
部
に
現
物
十
大
市
場
。
・
勺
ｇ
が

あ
る
。

　
南
部
十
市
場
弓
○
ｏ
．
Ｈ
◎
曽
庁
９
宮
軍
。
・
・
は
ニ
ュ
ー
オ
ル
リ

ソ
ズ
オ
ｏ
考
○
｛
窒
冨
ガ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ン
○
白
く
窃
８
冒
ダ
ラ
ス

ー
ぎ
Ｈ
Ｈ
羨
メ
ン
フ
ィ
ス
之
冒
冒
Ｈ
）
匡
口
・
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
Ｏ
ぽ
胃
Ｈ
望
－

ａ
目
リ
ッ
ル
ロ
ッ
ク
■
奉
Ｈ
ｏ
ヵ
ｏ
ｏ
斤
オ
ー
ガ
ス
タ
＞
一
あ
豪
ｇ

ア
ト
ラ
ン
タ
　
＞
け
Ｈ
彗
夢
　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
　
ー
◎
易
８
目
　
な
ら
び
に

モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
；
§
揖
９
亮
ｑ
に
し
て
、
最
近
カ
リ
フ
ヂ
ー

ニ
ア
の
フ
レ
ス
ノ
宇
婁
５
が
加
州
綿
の
申
心
地
と
し
て
登
場

し
た
の
で
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
、
ガ
ル
ベ
ス
ト
ン
、
チ
ャ
ー
７
レ
ス

ト
ン
、
叉
は
オ
ー
ガ
ス
タ
の
脱
落
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
、

　
加
州
綿
は
、
米
綿
○
本
流
か
ら
は
継
子
扱
い
を
う
け
て
き
た

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
、
巳
本
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
て
、
連
邦
政
府
の
指
定
が

行
わ
れ
る
筈
で
あ
る
。
そ
Ｏ
外
、
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
ー
ル
（
キ
９
－

；
く
ヨ
¢
ラ
ボ
ッ
ク
ー
≧
三
）
ｏ
ユ
（
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
（
キ
８
目
考
◎
◎
（
一



等
が
新
侯
補
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
い
政
治
的
な
間
題

も
あ
り
、
容
易
に
解
決
さ
れ
な
い
模
様
で
あ
る
。
平
衡
価
格

－
、
ま
｛
算
出
、
そ
の
他
の
重
要
な
デ
ー
タ
が
、
十
大
市
場
の
値

輸
の
平
均
よ
り
求
め
ら
れ
る
関
係
か
ら
、
こ
の
市
場
指
定
に
は

慎
重
を
期
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

綿
花
相
場

　
一
九
五
二
－
五
三
年
締
花
年
度
に
は
、
三
二
、
三
仙
台
に
下

落
し
、
平
均
三
十
七
仙
を
現
出
し
た
が
、
世
界
的
な
締
花
の
生

産
過
剰
と
、
各
締
産
国
の
輸
出
競
争
に
よ
っ
て
、
い
よ
い
よ
綿

花
相
場
の
値
下
り
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
一
九
三
五

－
三
六
年
綿
花
年
度
以
降
の
綿
花
相
場
は
次
表
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
一
；
ー
ヨ
ー
ク
綿
花
相
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
ド
リ
ン
グ
％
封
度
当
リ
仙
）

（
年
次
）
　
　
　
　
　
　
（
平
均
）
　
　
　
　
（
高
値
）
　
　
　
　
（
安
値
）

一
九
三
五
－
三
六
　
一
一
・
七
五
　
　
ニ
ニ
・
六
五
　
　
一
〇
・
六
五

一
九
三
六
－
三
七
　
一
二
・
九
三
　
　
一
五
・
二
五
　
　
一
一
・
一
八

一
九
三
七
－
三
八
　
　
八
．
・
七
五
　
　
一
一
・
三
五
　
　
　
七
・
七
一

一
九
三
八
－
三
九
　
　
九
・
○
〇
　
　
一
〇
・
〇
二
　
　
七
・
八
八

一
九
三
九
－
四
〇
＊
一
Ｃ
・
四
〇
　
　
＊
一
一
・
六
六
・
　
＊
八
・
八
二

米
国
の
綿
花
生
産
と
そ
臥
処
理
策
（
森
川
）

一
九
四
〇
・
－
四
一

一
九
四
一
ｉ
囚
二

一
九
四
二
－
四
三

一
九
四
三
－
四
四

一
九
四
四
－
四
五

一
九
囚
五
－
囚
六

一
九
四
六
－
四
七

一
九
四
七
ｉ
四
八

一
九
四
八
ｉ
－
四
九

一
九
四
九
ｉ
五
〇

一
九
。
五
〇
－
五
一

一
九
五
一
－
五
二

一
一
・
五
五

一
九
・
二
二

二
一
・
○
〇

二
一
・
三
〇

二
二
・
五
七

二
六
・
六
八

三
五
・
四
五

三
五
・
四
五

三
二
・
九
八

三
二
・
六
八

四
三
・
五
七

四
〇
・
五
一

一
七
・
九
一

二
一
・
三
九

二
二
・
二
四

二
二
・
八
一

二
三
・
五
九

三
六
・
四
七

四
〇
・
一
八

三
九
・
六
三

三
四
・
三
一

囚
○
・
○
○

囚
六
・
〇
六

四
四
・
六
五

　
九
・
六
八

一
六
・
三
五

一
九
・
二
一

一
九
・
八
〇

二
一
・
七
六

二
二
・
八
〇

二
八
・
七
〇

三
一
・
一
〇

三
一
・
五
二

三
〇
・
二
二

三
六
・
七
五

三
五
・
〇
五

統
計
肖
所
－
日
本
綿
花
協
会
作
製
一
九
五
三
年
度
版
第
三
十
三
表

　
　
　
　
＊
印
一
九
三
九
－
四
〇
年
度
以
前
は
ミ
ド
リ
ン
グ
炎

政
府
綿
花
融
資
政
策
ｏ
◎
く
量
〕
；
雪
二
一
〇
；
ｏ
ｏ
＼
。
・
童
旨

　
一
九
四
〇
年
代
の
繁
栄
の
真
只
中
に
お
い
て
も
、
綿
作
農
氏

の
大
半
は
一
九
二
〇
年
代
の
恐
ろ
し
い
農
業
恐
慌
の
あ
ざ
や
か

な
記
憶
に
お
び
や
か
さ
れ
て
い
た
、
第
二
次
大
戦
中
、
従
っ
て

叉
こ
れ
に
従
う
数
年
間
は
、
大
多
数
の
商
品
と
同
じ
く
保
護
を

必
要
と
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
平
衡
価
格
の
九
十
パ
ー

セ
ン
ト
迄
、
政
府
は
、
戦
後
〇
二
年
間
保
障
し
た
、
産
業
○
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
七
一
七
）



／
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（
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続
的
な
雇
尉
、
マ
ー
シ
ヤ
ル
・
プ
ラ
ン
に
よ
る
酉
欧
へ
の
輸
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
確
保
、
統
制
の
解
除
に
と
も
な
う
イ
ン
フ
レ
の
た
め
の
補
償

支
払
旨
昌
ｏ
津
－
、
く
目
ｇ
誌
等
六
に
よ
っ
て
、
一
九
四
七
年
の

農
業
所
得
が
未
曾
有
の
記
録
を
打
樹
て
た
際
に
お
い
て
さ
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
の
不
安
定
な
感
情
の
現
れ
は
綿
作
を
含
む
各
種
農
業
団
体
を

、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

し
て
、
恒
久
的
な
農
産
物
価
格
支
持
対
策
の
強
い
要
求
と
し
て

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

現
れ
て
い
た
（
考
；
ヨ
；
；
二
ぎ
一
考
巳
；
二
一
５
＞
昌
・
ま
・
昌
豪
・
；
旨
ざ

宕
賢
－
、
曇
邑
８
＾
星
一
Ｌ
、
．
Ｓ
５
の
で
あ
る
。

　
綿
花
融
資
の
歴
史
は
故
口
ー
ズ
ブ
ェ
ル
ト
の
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
一

環
と
し
て
の
農
業
調
整
法
Ａ
Ａ
Ａ
に
よ
っ
て
、
一
九
三
三
年
以

来
、
綿
花
価
格
の
下
落
に
よ
り
農
民
の
被
る
損
害
を
防
止
す
る

た
め
、
毎
年
納
花
融
資
率
（
平
衡
価
格
に
対
す
る
比
率
）
が
決

定
さ
れ
、
そ
の
融
資
率
に
よ
っ
て
、
農
民
は
何
時
で
も
、
自
己

の
綿
花
に
た
い
し
、
政
府
の
融
資
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
、
し
た
が
っ
て
「
締
作
農
民
は
締
花
の
市
場
売
出

し
の
期
間
を
延
し
、
最
低
価
格
を
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」

（
村
山
碕
著
　
代
界
の
納
業
）
わ
け
で
あ
る
、

　
締
花
平
衡
価
格
－
言
ぎ
二
三
８
と
は
、
農
民
の
生
活
の
保
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
七
一
八
）

・
、
し
農
産
物
の
生
産
を
確
保
す
る
た
め
に
、
一
卦
一
度
当
り
の
生
産

原
価
を
計
算
し
て
、
そ
の
標
準
価
格
を
パ
リ
テ
ィ
と
し
て
発
表

す
る
、
こ
の
価
格
の
九
十
バ
ー
セ
ン
ト
を
限
界
に
政
府
が
融
資

す
る
の
で
あ
る
、
一
九
三
三
年
度
融
資
は
十
仙
融
資
、
一
九
三

四
年
十
二
仙
融
資
、
一
九
三
五
年
九
仙
融
資
、
　
（
の
ち
十
仙
と

な
る
）
、
一
九
三
七
年
九
仙
融
資
等
の
如
く
、
称
え
ら
れ
、
米

綿
相
場
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
る
、
一
九
五
一
年
－

五
二
年
度
に
お
け
る
平
衡
価
格
、
現
物
価
格
、
融
資
率
を
示
せ

ば
左
の
如
し
、

）資融（
）

花
椿
６
０

締
価
４
・
一

ブ
＼
３）

衡
格
獅

平
価
３
３（）

睨
度
月

一
年

－
花

１
９
締
八（

６４
■

０３

３７８３
ｐ
ｏ

８
●

３３月

１２
●

６３８９
■

３３月

九
十

ＯＯ
●

１４０１
●

４３月」
－’

，
「

４２
■

０４０１
●

４３月二十
０７

■

８３５３
●

４３

５２
●

７３７４
■

４３

月
月

２７
●

６３７４
●

４３

０３
●

７３５３
●

４３

月
月

二
三

８０
●

６３５３
●

４

ｏ
Ｕ

２０
●

８３５３
■

４３

月
月

四
五

六
２０

●

７３５
一
３４３月七

リよ表八
）

十
仙

三
リ

第
当

版
１
ｂ

年
ユ

５
３
％

１
９
グ

会
ン

協
リ

花
ド

紬
ミ

本
（

巨



過
剰
綿
花
の
処
理
対
策

　
近
来
、
米
国
以
外
の
綿
産
国
の
増
産
、
ド
ル
不
足
に
よ
る
資

金
的
な
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
九
五
一
年
　
五
二
年
綿
花
年

度
の
輸
出
五
百
七
十
五
万
俵
に
比
し
、
五
二
－
五
三
年
綿
花
年

度
は
三
百
四
万
九
千
俵
に
滅
少
し
た
。
こ
の
年
度
在
庫
は
五
百

五
拾
万
俵
で
あ
っ
て
、
一
九
五
一
年
－
五
二
年
度
来
在
庫
の
二

百
六
十
万
俵
の
二
倍
以
上
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
前
掲
数
字
と
の
関
係
を
、
過
去
二
年
間
の
米
締
需

給
の
統
計
を
挙
げ
て
参
考
に
し
よ
う
。

給需綿米度年花綿
５
１

’

５
０

１
９

俵千位単

６４＆

６
，　

在
　
現

　
日

　
月

庫
八

在
年

首
５
０

期
１
９

７７８，９高産生

８８ユ高入輸

１１９，６１計

９０５，○ユ費肖
、
マ

内国

８０１，４高串輸
１
６高損汚

ｏ
ｏ

３６，４１計

米
国
の
綿
花
生
産
と
そ
の
処
理
策
（
森
川
）

８７２，２

　
在

　
現

　
旦

　
什

高
月

越
七

繰
年

期
肌

次
１
９

給需綿米度年花綿
５
２

’

５
１

１
９

８７２，２

０５０，５１

Ｏ０２

８２５，７１計
８１１，９

　
目庫

月
高
高
　
　
費

　
＼

在
戸
　
　
　
　
　
消

　
年
産
入

首
－
　
　
　
　
　
内

　
５期

１
９
生
輸
　
　
国

２５７，５高閏輸
５
０

０２９，４１計

８０６，２

　
　
　
　
在

　
　
　
　
現

　
　
　
　
目

　
　
　
　
柑

高
　
　
　
高
月

　
　
　
越
七

損
　
　
繰
年

　
　
　
期
５
３

汚
　
　
次
１
９

巨
一
リ

び
よ

及
）

計
表

統
二

刊
十

季
三

行
第

発
版

会
年

員
鴉

委
１
９

間
（

諮
会

花
協

綿
花

際
綿
成

国
本
作

註

　
米
締
の
第
三
次
収
穫
予
想
は
去
る
十
月
九
巳
、
米
国
農
務
省

発
表
に
よ
り
、
壱
千
五
百
五
十
九
万
六
千
俵
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
締
花
の
豊
作
と
需
要
の
滅
退
（
特
に
輸
出
の
滅
少
）
は
過

剰
化
に
拍
車
を
か
け
、
尚
叉
、
世
界
的
に
も
締
花
は
過
剰
気
味

で
あ
り
、
米
政
府
は
是
が
非
で
も
輸
出
促
進
に
馬
力
を
か
け
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

．
米
締
は
価
格
が
支
持
さ
れ
て
い
る
の
で
、
作
付
制
隈
が
強
制

さ
れ
な
い
限
り
、
生
産
の
調
整
は
期
待
し
得
ず
、
更
に
一
九
五

三
年
の
作
付
は
政
府
の
勧
告
を
上
廻
り
、
過
剰
化
を
一
層
深
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
七
一
九
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
六
号
）

に
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
従
来
、
食
糧
及
び
農
産
物
の
巨
大
ス
ト
ッ
ク
に
対
し
、
価
格

の
維
持
、
生
産
の
調
整
、
消
費
の
増
大
等
の
目
的
を
も
つ
て
、

種
六
な
彫
態
に
よ
る
国
内
的
叉
は
、
国
際
的
な
調
整
機
関
が
設

け
ら
れ
て
い
た
。
連
邦
政
府
お
よ
び
関
係
諸
国
の
関
心
も
、
こ

れ
ら
商
品
の
価
格
変
動
の
も
た
ら
す
杜
会
的
影
響
に
む
け
ら
れ

た
．
政
府
は
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
一
九
五
一
年
国
際
綿
花

諮
問
委
員
会
巨
ｏ
昌
葦
◎
冒
Ｈ
Ｏ
暮
◎
冒
声
宇
ぎ
ｑ
Ｏ
ｏ
目
冒
葦
８

に
干
与
し
た
の
で
あ
っ
た
、
　
（
罵
・
７
ま
・
暑
目
Ｏ
…
竃
８
・
お
轟

勺
．
き
べ
）
国
際
綿
花
諮
問
委
員
会
は
、
一
九
三
九
年
に
設
立
さ
れ
、

世
界
の
締
花
需
給
事
情
に
関
係
の
あ
る
デ
ー
ク
を
蒐
集
、
統
計

の
作
成
に
従
事
す
る
機
関
で
あ
る
、

　
世
界
過
剰
綿
花
処
理
の
た
め
に
、
生
産
の
調
整
、
消
費
の
増

大
に
つ
い
て
、
国
際
的
な
共
同
研
究
が
提
唱
さ
れ
、
今
次
の
国

際
綿
花
協
定
に
も
主
導
酌
で
あ
る
、

　
過
剰
綿
花
の
対
策
と
し
て
、
国
際
綿
花
協
定
の
ほ
か
に
、
Ｍ

Ｓ
Ａ
，
Ｅ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
援
助
輸
出
、
綿
花
借
款
な
ど
が
あ
り
、

過
剰
締
花
の
有
利
な
処
理
方
策
と
し
て
実
施
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
七
二
〇
）

そ
○
他
締
花
輸
出
を
促
進
す
る
た
め
の
特
別
融
資
法
も
立
案
中

で
あ
る
と
い
う
。
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
各
国
え
の
資
本

輸
出
、
市
場
確
保
政
策
の
最
も
集
中
的
な
現
れ
と
み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

綿
花
借
款
（
〕
◎
§
旨
９
・
睾

　
一
九
五
二
年
十
二
月
、
フ
シ
ン
ト
ソ
輸
出
入
銀
行
‘
老
◎
ざ

Ｈ
目
－
一
◎
ユ
妻
津
ｇ
１
き
争
一
冒
膏
ｇ
よ
り
巨
本
銀
行
に
宛
て
、
四

千
万
ド
ル
の
第
三
次
ク
レ
デ
ィ
ヅ
ト
の
供
与
が
あ
っ
た
が
、
西

独
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
お
よ
び
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
等
の
諾

国
に
お
い
て
も
、
一
九
五
一
年
九
月
よ
り
一
九
五
二
年
五
月
に

か
け
て
、
米
政
府
の
綿
花
借
款
に
よ
る
綿
花
の
輸
入
が
行
わ
れ

た
、
米
政
府
の
こ
れ
等
諾
国
に
た
い
す
る
、
現
行
借
款
総
額
は
、

一
億
六
千
七
百
万
ド
ル
、
綿
花
割
当
数
量
は
、
八
十
三
万
五
干

俵
で
あ
っ
て
、
前
記
諸
国
お
よ
び
、
日
本
宛
一
九
五
一
年
十
一

月
十
五
日
附
供
与
額
四
千
万
ド
ル
、
二
十
万
俵
を
含
む
数
字
で

あ
る
、
　
（
一
九
五
二
年
六
月
三
十
貝
現
在
、
日
本
納
花
協
会
作
成
統
計

第
四
十
二
表
参
照
）

Ｍ
Ｓ
Ａ
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
Ａ
（
経
済
協
カ
法
）
の
援
助
に
よ
る
綿
花



の
輸
出

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諾
国
、
特
に
伊
太
利
、
西
独
、
和
蘭
陀
、
フ
ラ

ソ
ス
、
英
国
、
な
ら
び
に
台
湾
、
朝
鮮
等
は
一
九
五
〇
－
五
一

年
綿
花
年
度
よ
り
ン
、
の
輸
出
割
当
を
う
け
、
初
年
度
に
お
い
て

約
二
百
万
俵
、
そ
の
金
額
は
四
億
五
干
百
参
拾
万
弗
に
お
よ
ん

だ
。
一
九
五
一
－
五
二
年
度
に
お
い
て
は
、
台
湾
を
除
く
殆
ど

前
記
諾
国
が
七
十
二
万
八
千
俵
○
積
出
し
を
受
け
、
そ
の
金
額

は
壱
億
五
干
八
百
二
十
万
弗
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
二
－
五
三
年
（
五
十
二
年
十
二
月
十
日
迄
の
割
当
）

綿
花
年
度
は
、
Ｍ
Ｓ
Ａ
基
金
の
み
に
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
西
独
、
フ
ラ
ン
ス
、
伊
太
利
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ブ
イ

ア
、
台
湾
、
印
度
支
那
等
の
諸
国
合
計
七
十
一
万
俵
の
供
与
を

う
け
た
、
そ
の
援
助
総
額
は
壱
億
四
干
二
百
六
十
万
ド
ル
で
あ

っ
た
、
　
（
国
際
綿
花
諮
間
委
員
会
の
資
料
に
ょ
る
、
日
本
綿
花
協
会
統

計
第
四
十
一
表
参
照
）

　
わ
が
国
も
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
追
加
条
頃
に
よ
る
綿
花
の
供
与
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
な
条
件
に
よ
っ
て
受
入
れ
る

方
針
の
よ
ク
ノ
で
あ
る
一
（
十
月
十
貝
、
毎
巨
）

　
　
米
国
の
綿
花
生
産
と
そ
の
処
理
策
（
森
川
）

　
Ｈ
　
一
定
数
量
の
買
付
義
務
を
負
わ
な
い

　
目
　
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
べ
ー
ス
と
し
、
価
格
、
晶
質
も
一
般

　
　
　
取
引
と
同
様
の
こ
と

　
嘗
　
こ
○
締
花
に
よ
る
製
晶
の
輸
出
は
自
由
と
す
る
こ
と

　
。
戦
後
○
経
済
再
建
計
画
○
焦
点
は
、
綿
製
晶
○
加
工
貿
易
を
、

貿
易
○
主
軸
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
食
料

品
、
そ
の
他
○
重
要
な
輸
入
に
あ
て
る
た
め
に
、
締
花
輸
入
に

当
て
ら
れ
る
外
貨
予
算
は
厳
格
に
規
制
さ
れ
て
い
る
。
巳
本
の

締
業
は
、
現
在
嫁
動
紡
錘
数
七
百
万
錘
、
て
あ
る
が
、
原
料
綿
の
不

足
に
よ
っ
て
、
操
業
率
の
低
下
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
戦
時
戦
後
の
日
本
経
済
の
著
者
、
コ
ー
ヘ
ン
ー
・
］
ｗ
・
○
争
彗

（
寸
－
）
彗
、
口
ｎ
－
上
一
８
具
…
ｋ
サ
老
胃
彗
｛
ヵ
・
・
ｃ
一
室
昌
ま
；
大
内
兵
衛
訳
勺
．
。

・
ｃ
冒
ｉ
。
。
お
）
の
所
謂
「
巨
額
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
綿
花
ス
ト
ッ

ク
」
と
「
総
司
令
部
の
分
析
の
結
果
」
の
宿
命
的
に
、
高
度
な
米

締
と
の
依
存
関
係
が
事
実
と
し
て
も
手
持
外
貨
の
枠
外
で
あ
る

な
ら
ば
、
か
か
る
輸
入
は
歓
迎
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

国
際
綿
花
協
定

　
米
政
府
は
他
の
綿
産
国
と
と
も
に
、
綿
花
価
格
安
定
Ｏ
’
．
に
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
七
二
一
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
六
号
）

の
国
際
協
定
を
、
消
費
国
と
の
間
に
む
す
ぶ
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
。
協
定
案
に
次
の
二
案
が
あ
る
。

　
Ｈ
　
緩
衝
在
庫
ま
焦
ｏ
Ｈ
あ
８
宍
０
Ｄ
ｏ
ざ
旨
窃

　
○
　
多
角
協
定
主
義

　
前
者
は
協
定
加
明
皿
国
は
国
際
的
な
綿
花
操
作
機
関
を
設
け
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

綿
花
を
大
量
に
プ
ー
ル
し
、
綿
花
の
値
下
り
し
た
と
き
に
買
付

け
、
値
上
り
し
た
と
き
、
ス
ト
ツ
ク
を
放
出
し
て
価
格
を
安
定

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
各
国
別
に
数
量
を
定
め
、
最
低

最
高
価
格
を
設
定
す
る
。
た
と
え
最
高
を
上
廻
っ
た
時
で
も
、

一
定
数
量
は
、
そ
の
協
定
最
高
価
椿
で
消
費
国
え
供
給
す
る
義

務
を
負
い
、
そ
の
反
対
に
、
簸
低
を
下
廻
っ
た
と
き
に
も
、
協

定
最
低
価
格
で
、
消
費
国
は
輸
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
日
本
そ
の
他
の
消
費
国
は
「
他
の
国
六
が
協
力
す
る
な
ら
ば

加
盟
し
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
際
あ
せ
っ
て
購
入
す
る
必

要
も
な
く
、
多
量
の
綿
花
を
プ
ー
ル
し
て
預
る
必
要
も
な
い
」

（
日
本
締
花
協
会
）
と
い
う
。
こ
の
協
定
は
生
産
国
、
消
費
国

が
、
も
れ
な
く
加
盟
す
る
必
要
が
あ
っ
て
、
小
麦
協
定
に
お
け

る
英
国
の
脱
退
の
如
き
、
苦
六
し
い
経
験
が
、
当
事
者
の
記
憶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
七
二
二
）

に
あ
ざ
や
か
な
う
ち
は
、
最
終
的
な
結
論
は
困
難
の
よ
う
で
あ

る
。
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
三
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
参
　
考
　
文
献
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．
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戦
時
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衛
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書
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毛
彗
Ｏ
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昌
Ｏ
○
巨
艮
げ
閉
お
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本
締
花
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会
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戸
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；
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弓
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９
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Ｏ
｛
厚
昌
昌
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０
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；
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